
２．損益外減価償却相当額、損益外固定資産除売却差額相当額、引当外賞与見積額及び引当外退職給付増加見積額は以下のとおりであります。 （単位：円）

科 目 プログラム開発普
及業務

情報技術セキュリ
ティ評価・認証業
務

信用保証業務 事業運営業務 情報処理技術者試
験業務

戦略的ソフトウェ
ア開発業務 地域事業出資業務 計

損益外減価償却相当額 477¶013¶769 0 0 4¶572¶786 0 0 0 481¶586¶555

損益外固定資産除売却差額相当額 343¶826 0 0 0 0 0 0 343¶826

引当外賞与見積額 0 0 0 512¶629 0 0 0 512¶629

引当外退職給付増加見積額 0 0 0 48¶907¶620 778¶596 0 0 49¶686¶216

３．損益計算書には、情報処理技術者試験事務に係る前中期目標期間繰越積立金取崩額103¶259¶275円が計上されております。
11．上記以外の主な資産及び負債の明細
\ 現金及び預金 （単位：円）

区 分 期 末 残 高 備 考

現 金 200¶000

普 通 預 金 1¶400¶991¶217

郵 便 振 替 1¶707¶342

定 期 預 金 1¶001¶000¶000

合 計 2¶403¶898¶559

] 前受金 （単位：円）

区 分 期 末 残 高 備 考

前 受 金 834¶992¶400 期末残高は情報処理技術者試験（平成24年度春期、及
びＣＢＴ試験）に係る受験手数料

^ プログラム譲渡債権 （単位：円）

相 手 先 金 額

jテクノアドバンス 81¶269¶747

j平野デザイン設計 52¶200¶000

jさくら総合研究所 48¶449¶555

jメビウス 38¶168¶000

jクロスランゲージ 25¶666¶200

ナレッジオートメーションj 24¶454¶094

山口システム開発j 3¶458¶000

合 計 273¶665¶596

_ 一般勘定（信用保証業務経理）：信用基金の内訳
{ 信用基金の概要
信用基金は、情報処理の促進に関する法律第23条の規定により、同法第20条第１項第３号及
び第４号に掲げる業務及びこれに附帯する業務に関し設けられております。
その内容は、民間の法人から信用基金に充てるべきものとして出えんされた資金であり、期
末残高は、305¶127¶000円となっております。

| 信用基金の運用資産の状況 （単位：円）

内 訳 信用基金残高 貸借対照表価額 備 考

普 通 預 金 3¶277¶000 3¶277¶000

有 価 証 券

地 方 債 100¶876¶000 100¶780¶000

財 投 機 関 債 200¶974¶000 200¶900¶000

合 計 305¶127¶000 304¶957¶000

} 独立行政法人情報処理推進機構の業務運営並びに財務及び会計に関する省令第18条（信用基
金の増減）に基づく損益の状況 （単位：円）

費用の部 収益の部
信用保証業務費 9¶317¶188 事業収入 2¶212¶994

雑損 3¶600 財務収益 9¶283¶617

法人税、住民税等 22¶093 雑益 77¶235¶281

当期純利益 79¶389¶011

支 出 合 計 88¶731¶892 収 入 合 計 88¶731¶892

平
成

™
›
年

˜
™
月

�
日
金
曜
日

(
号
外
第

™
�
�
号
)

官
報

12．各勘定の経理の対象と勘定相互間の関係を明らかにする書類
\ 各勘定の経理の対象
{ 事業化勘定
情報処理の促進に関する法律（以下「法」といいます。）第20条第１項第１号及び第２号の業
務のうち、産業投資特別会計からの出資金を財源とする戦略的ソフトウェアの開発・普及に係
る経理を対象としております。

| 試験勘定
法第20条第２項に規定する、情報処理技術者試験に係る経理を対象としております。�
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